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現在，試作した 6 ポートコリレータ型 VNA は，整合終端として使用している終端器の反射が
全くないと仮定して測定を行っている．しかし，実際に使用している終端器には残留反射係数が
存在するため，より正確な測定をするためにはそのことを考慮する必要がある． 
本論文では，終端器に含まれる残留反射係数を含めた形で改めて理論を展開していき，実際に
終端器をショートなどに置きかえて測定を行い比較・評価を行った． 
まず，基準ポート電力測定時に使用する終端器は，反射成分をもつものでよいことを確かめた．
これにより，高精度な整合終端器を必要としないのでより安価に VNAを提供できると思われる． 
一方，システムパラメータを決定する際に使用する終端器の反射係数の値を用いることで，よ
り正確な DUT の反射係数を測定することができた．また，この終端器を可変減衰器に置きかえ
た実験により，高精度な整合終端器を用いた方が測定精度は高いことを確認した． 
 
